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Abstract 
Lime sludge， which is produced in great quantities from beet sugar plants， has always been 
dumped as a worthless by田productif it is not processed. The writers tried to dry this material 
economically by applying recently-developed pneumatic conveying drying technique on pilot plant 
scale. 
The result was that the water content of the raw material containing 40 to 60 per cent water 
(on dry base) could be reduced to 1 to 8 per cent in a few seconds. At the same time some neces-
sary data were obtained for the design of a dryer. 
Moreover， itwas found that the disintegrator had large heat transfer coefficient (400-800 Kcal/m3 
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燃 焼 炉 解 砕 機
型 式 円筒型銅製キャスタープ、ノレ内張 型 式 テ、イスインテグレータ
り燃焼炉 モーター 10IP 200V 三栢
寸 法 ! 内径940omm 原料供給機
外径1，209同mm 型 式 円筒スクリューフィーダ
全長2，600mm 能 力 1，000 kg/hr 乾燥ライムスラジ
最大耐久温度 6000C 乾 燥 管
ノミ ナ 型 式 逆V字型乾燥管
型 式 プロポーショナノレ型 寸 法 内径 190同mm
重油ノぜーナ 保 温 30mm 全長岩綿帯巻付
最大消費量 30&月1r 捕集装置
使用重油 A叉は B重油 型 式 | サイクロン
オイルポンプ 排気ガス流量計
型 式 ギヤー・ポンプ 型 式 i オリフイス型
最大流量 1 &/min 最大流量 1，800 Nm3/hr 
モーター 1/2IP 200 V 三相 モーター 2IP ギヤードモーター
燃焼用送風機 無段変速機付
型 王t プレートファン型 排 風 機
圧 力 700mmAq 静圧 型 式 プレート・ファン型
風 量 100 m3/hr 最大風量 1，800 Nm3/hr 










乾燥に使用する高温空気は， 重油ノてー ナ (1)により， 燃焼炉(1)で直接加熱された燃焼ガ









気体の混合状態で乾燥が行なわれ， サイクロン (4)で成品の捕集が行なわれる。 サイクロンの
成品取出口にはロータリパノレブを取付けた。初期においては，サイクロン下但IJに捕集箱とゴム
シー jレ板を取り付けた。 ガス流量計 (6)はオリフイス流量計で使用ガス量を測定する。オリフ
イスより後方 3m程離れた位置に流量調節ダンパを取り付け，外部より冷空気を吸入して流量
の調節を行なった。乾燥に使用された燃焼ガスは吸込型の排風機 (7)を通り排気管 (8)から外部
に排出される。原料供給は， スクリユーフィーダによって行なわれ， ホッパの近くに約2ton 















J; Q=α・ε・A ・0・LJH・一一戸一 (1) 
G = 0.01252・α.e.d2.C{fi .'/P，三五 (2 ) 
c: 補正係数 (1.006) 
Q: 測定温度においてオリフイスを流れる流体の容積 [m3/hr] 
G: 測定温度においてオリフイフを流れる流体の重量 [kg/hr] 
α: 流量係数 ( =0.691) [ー]
ε: 圧縮係数 (=0.997) [ー]
d: オリフイス穴の径 (=0.12664) [m] 
g: 重力の加速度 ( = 3.56 X 104) [m/hr2] 
LJH: V字管マノメ戸タの7](柱差庄 [m] 
P，-P2: オリフイスの差 [kg/m3] 
ρ1: U圧字管内の流体の比重量 [kg/m3] 
ρ: オリフイスを流れる流体の比重量 [kg/m3] 
以上の数値計算の結果，流量と7](柱差圧の関係式は次のごとく表現される。









































真比重量 2750 [kg/m3] 
比重量 水分状態によって変動する [kg/m3] 
(i) 比 熱
無水比熱 0.25 [Kcal/kg・OC]



















沈降法: アンドレアゼンピペット法で測定した結果を表 2に示した。 代表粒径は 34μ
であった。
ふるい分級法: Tyler Mesh法による測定結果を表-3に示した。 これによると -250
+270 Mesh の範囲に大半の粒径が含まれ 53~61μ の範囲に代表粒径が存在する。又 100μ 以
上のものは若干含まれる程度である。
投影拡大機による方法: 100 倍の光学投影機によると 30~50μ が 60% をしめている。
表 2 ライムスラッジ乾燥後の
平均粒径計算表
審号 i代表粒径[室町[ xid， 
di (mm) I Xi (mm) 
1 0.0876 0.215 0.0188 
2 0.0353 0.198 0.0070 
3 0.0221 0.148 0.0033 
4 0.0154 0.108 0.0017 
5 0.0118 0.081 0.0010 
6 0.0094 0.060 0.0006 
7 0.0085 0.049 0.0004 
8 0.0076 0.042 0.0003 
9 0.0068 0.039 0.0003 
10 0.0060 0.026 0.0001 
11 0.0053 0.021 0.0001 




1 十200 I 10.9 1.47 
2 -200-十250 9.6 0.067 1.43 
3 -250-十270 52.7 0.057 9.23 
4 





















W(W，-W2) = G(H2-H，) 
(i) 熱収支(エンタノレピ収支)
Gi1十W(C+W，)tm，= G臼十日，(c十W.)t制 2










ん=1800 {ln W/dp-1.8} 
(iv) 解砕機における熱収支

































!気湿度 0.0064 0.0074 0.0062 0.0085 0.0045 kg.H20fkg.dry.air 
温度 13 13 11 15 17.5 。C
気湿球温度 10 11 9 13 10 。C
合水率 39.3 44 24.9 42 42 DB 7も
温度 つ 1.5 1 2 8 。C
投入量 480 658.5 780 857 625 kgfhr 
含水率 9.9 17 8.8 20.8 11 DB 7も
温度 58 53 51 47 53 。C
捕集量 458 643.4 kgfhr 
消費量 10.05 6.28 10.18 13.6 11 kg/hr 
イス流量 1180 1086 1269 1510 1300 kg/hr.wet 
「ス温度 312! 260 320 320 300 。C
rス温度 80 70 70 。C
「ス湿度 0.1245 I 0.1307 0.0913 0.094 0.119 kg.H20/kg.dry.air 





1 312 312 260 260 340 320 330 320 300 。C
2 86.6 300 105 300 103 92 。C
10 118 68 260 80 260 70 。C
7イス入口温度 100 64.6 260 60 260 66.5 。C
クロン入口と白温度差 22.4 221 。C
空気量 1023 928 1113 1309 1111 kg/hr.dry.air 
こよる水分量 111.5 123.8 105 127.3 136.6 kg/hr 
こよる水分 11.3 6.8 11 14.7 12 kg/hr 
こ含まれていた水分 7 6.8 7 11 4 kg/hr 
こよる乾燥ガス 32.3 20.6 33 44 36 kg/hr 
有水分量 135.5 201.5 155.5 253 185 kg/hr 
古重量 378.5 534.7 679.5 729.7 488.4 kg/hr 
合有水分 34 77.7 55 127.3 48.4 kg/hr 







室内空気湿度 H1 0.0085 0.0045 kg.H20/kg.dry.air 
燃焼ガス湿度 H{ 0.171 0.0143 I 0.0157 0.019 0.0139 " 
排気ガス湿度 H2 0.1245 0.145 0.107 0.113 0.133 " 
差 H2-Hi 0.1074 0.1307 0.0913 0.094 0.119 " 
排ガス計算温度 69.4 60.5 100.5 95.2 68.7 。C
空気比熱 CH， 0.248 0.247 0.247 0.248 0.247 Kcal/kg.OC 
排気ガス比熱 CH~ 0.297 0.300 0.290 0.292 0.301 " 
(210) 
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実験番号 1 2 3 4 5 単 位
重油消費量 10.05 6.28 10.18 13.6 11 kg(hr 
燃焼ガス量 1267 
(698529 ) 
1242 1681 1465 
乾燥空気量 1216 925 1191 1608 1411 
蒸発による水分量 111.5 123.8 105 127.3 136.6 
燃焼発生水分量 11.3 6.8 11 14.7 12 
初期水分量 7.4 7 7 14 6 
燃焼による発生ガス量 32.3 20.6 33 44 36 
自然空気量 1223.4 932 1198 1622 1417 
使用室内空気湿度 1248 946 1224 1652 1453 
燃焼ガス初期水分量 18.7 13.8 18 28.7 18 
燃焼ガス湿度 0.015 0.0146 0.0147 0.0174 0.0124 kg.H20(kg.dry.air 
排気ガス水分量 130.2 137.6 123 156 154.6 kg(hr 
排気ガス湿度 0.1043 0.1455 0.1005 0.0944 0.1064 kg.H20(kg.dry.a!r 
排気ガス温度 101.3 -29 112.8 149 80.5 。C
ガス温度 312 260 320 320 300 
湿潤比熱 CH， 0.247 0.247 0.247 0.247 0.247 Kcal(kg・OC
湿潤比熱 CH， 0.288 0.307 0.286 0.284 0.289 










表 5~7 から求めた解砕機の熱容量係数んV と Wゲdρ の関係を図-12 に示した。 図中に
桐栄らの実験式 (10)を比較のために示した。図-12から使用した解砕機の熱容量係数は， itヲ'dp
の値が 4，500~5，000 の時に最大となり，その値は実験式 (10) よりはるかに大きいことがわかっ





























































前項で検討したごとく W/d.ρ が 4，500~5，000 の範囲になる様な解砕機が，最適の熱容量係
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